
 

 

  今後の予定（２月～３月）  

 ≪２月の予定≫ 

  １７日（土） 親子料理教室                ８：３０～ /農村環境改善センター 

  １８日（日） 油回収日                  ８：３０～ /中央公民館入口前 

  ２４日（土） まんまる倶楽部               ９：００～ /まんまる～む 

  ２８日（水） 小松地区交流センター建設検討委員会    １８：００～ /中央公民館 

   

≪３月の予定≫ 

   ６日（火） 三役会                  １３：３０～ /事務所 

  １５日（木） 公民館長会                １８：３０～ /事務所 

  １６日（金） 自治会長連絡協議会            １８：３０～ /事務所 

             ※あくまでも予定ですので変更になる場合がございます。 

 

 
古来より伝統を重んじる“諏訪神社綱打ち”（地域情報）  

 ◎期日 2月１１日（日） 

◎時間 ８：３０～ 

◎場所 川西町中央公民館 大ホール 

 

 

初心者向けパソコン教室修了式（過疎事業） 

 ◎期日 １月３０日（火）  

◎時間 １３：３０～ 

◎場所 まんまる～む 

 
～ 国際交流で様々な魅力発見 ～ 台湾研修（過疎事業） 

◎期日 １月１８日（木）～２１日（日） 

◎場所 台湾（台南・高雄） 

1月 30日（火）、平成 29年度初心者向けパソコン教室の修了

式が行われました。安部哲男センター長よりご挨拶いただいた後、

受講生一人一人に修了証が授与されました。受講生の方から「以

前と比べてパソコン操作で出来ることが増えた」、「参加者の皆さ

んとお話しできるのも楽しかった」、「まだまだこれからも学びた

い」との感想をお聞きすることができました。今年度は昨年から

継続して参加される方が多く、昨年学んだ基礎の使い方に加えて、

ラベル作成、寒中見舞ハガキの作成、テレビ電話、LINE など新し

い分野に挑戦される方もいらっしゃいました。これまで以上にパ

ソコンでできることが増え、各個人のスキルアップとなったよう

です。また、教室終わりの時間には毎回お茶のみ会が開かれ、お

茶を飲みながらリラックスしたおしゃべりを通じて交流を深めら

れた様子でした。 

 

 

 

中央公民館大ホールにおいて 2月 11日諏訪神社の鳥居注連縄 

（しめなわ）奉納の綱打ちを行いました。諏訪神社綱打ち保存会を

中心に、奉仕者若衆と共に総勢 70数名にて全長約 5ｍの注連縄づ

くりを朝の 8時 30分より夕方 4時ぐらいまで注連縄本体を作る

人、注連縄に入れる藁を束ねる人、そして注連縄の飾り付け物を作

る人等、共同作業により和気あいあいと、そして真剣に取り組み大

注連縄づくりを終了しました。ご祈祷の後、中央公民館から諏訪神

社まで約 1時間かけて笛や太鼓に合わせ掛け声をかけながら 200

㎏程あろうかと思われる注連縄をみんなで担いで渡御を行いまし

た。 

 渡御時には猛吹雪となりお囃子、担ぎ手、お供も苦労しながらも

諏訪神社境内前の雪灯篭の出迎えを受けて到着。早速、鳥居への取

り付け作業にかかり、約1時間で注連縄の飾り付けを完了しました。 

今年 1年諏訪神社の氏子の皆様のご無事をお祈りして神事、注連縄

奉納を終了しました。 

 

諏訪神社綱打ち保存会   

 

過疎事業の「もの、ひと、国際化事業」において、国際化に向けたリーダー育成と住民交流を目的

として、台湾研修に行って参りました。台湾訪問を有意義なものにするために、事前学習として「台

湾を知ってみよう、感じてみよう！！」というテーマで、川西町国際交流協会理事のリチャード・チ

ンさんご夫妻にご指導いただき、５回にわたる台湾語講座を開催しました。講座には２０名余りの方

が参加され、台湾の言葉や地域の魅力を知り、簡単な自己紹介ができるまで台湾語を学ぶことができ

ました。台湾では、台南一の「和緯黄昏市場」を視察、広い場内にはたくさんの店舗が並び、新鮮な

食材があふれ、市民が次々と立ち寄る賑やかで活気ある市場でした。置賜農業高校との姉妹校、国立

台南大学付属級中学校への訪問では熱烈歓迎をいただき、両校の学校活動を発表し合い、活発な質問

が交わされお互い良い刺激を受け親睦も深まりました。また学校を通じたＰＴＡ会長のご厚意によ

り、経営されている青果市場、果樹園を見学させていただき、農業が盛んな台湾ならではの種類豊富

な果物類が取り扱われている様子を垣間見ることができました。台湾の文化や歴史・価値観に触れ関

心を持ったことはもちろんですが、それ以上に様々な人と触れ合いコミュニケーション能力を養えた

ことが、これからのリーダー育成に繋がったと思います。また今回の経験を生かし川西町の魅力を伝

えるためにも近い将来、インバウンドによる地域活性化などに繋がるよう盛り上げていきたいと思い

ます。 

  

  

 

 

  

 

 

 


